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〈今治法人会のご案内〉

１、公益目的事業

　どなたでも参加できますが、参加費用が必要な場合があります。

　具体的には認定された次の事業を実施します。

（１）税知識の普及を目的とする事業

（２）納税意識の高揚を目的とする事業

（３）税制及び税務に関する調査研究並びに提言に関する事業

（４）地域企業の健全な発展に資する事業

（５）地域社会への貢献を目的とする事業

２、共益事業
公益目的事業以外の会員限定の事業も実施しています。

事業によっては参加費が必要な場合があります。会員になると様々な特典があります。

（１）会員の交流に資するための事業

（２）会員の福利厚生等に資する事業

今治法人会の事業

［法人会の会員］

法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し
地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

〈法人会の理念〉

今治法人会は、納税意識の高揚と企業経営・社会の健全な発展に貢献することを目的に、
昭和33年に任意団体として設立以来、昭和51年に社団法人、平成25年に公益社団法人となっ
た納税協力団体です。

　私たちの活動は、今治税務署管内の法人会員、並びに会の目的と事業を賛助するために入会された法人
の事務所・個人会員の方に支えられています。
　又、全国には440の単位法人会があり、75万社の法人企業が加入しています。それぞれの法人会が地域
に欠かせない団体として様々な活動を行っております。

　今治法人会では、会員の皆様の会費及び公益財団法人全国法人会総連合からの助成金等、会員の皆様の
ご支援金により運営を行っており、下記の公益認定事業等を実施しています。
　令和６年３月末の会員数は1574社です。１社でも多く会員になっていただくことが最終、法人会の事業
目的を達成することに繋がるとして、地域の未加入法人に対する会員勧奨を推進しております。

今治法人会は公益法人認定法に掲げる23の事業の中から、下記の事業を行うことを申請し公益認定を受け
実施しています。

　①　国政の健全な運営の確保に資することを目的とする事業

　②　地域社会の健全な発展を目的とする事業

正 会 員 今治税務署管内〈越智郡上島町及び今治市〉に所在する法人で、本会の目的及び事業に賛同して入
会した者

賛助会員 本会の事業を賛助するために入会した法人の事業所または個人の方
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〈研修会〉

〈決算期別研修会〉
決算期の留意事項や税法および通達
などの改正についての研修会です。
経営や税務に関する最新の情報をお
伝えし、有益な資料をお渡ししてい
ます。
　（講師：今治税務署法人課
　　　　　　　　　税部門担当官）

〈簿記講座〉　　　９～ 10月
記帳から決算まで短時間でマスターできる複式
簿記初級コースです。現役の税理士の先生が豊
富な実例を挙げて指導してくださるので実務に
役立つ内容です。

　（今治商工会議所共催）

令和５年度は
　９月５日～10月24日（毎週火・金）
　18：30 ～ 20：30　15回の研修でした。

※別途テキスト代が必要です

〈自主点検チェックシート説明会〉　年４回
法人会自主点検チェックシート（国税庁後援）
は、企業自らが自主的に点検することにより、
税務コンプライアンスを向上させ、税務に関す
るリスクの軽減に役立つものです。活用方法に
ついて説明します。
　（講師：今治税務署法人課税部門担当官）

本年度の開催日予定

令和６．６．12（水）

　 ８．21（水）

　 11．６（水）

令和７．１．29（水）

無料

無料 無料

令和６年度の予定です

（順次ホームページでお知らせします https://hojinkai.zenkokuhojinkai.or.jp/imabari/）

税について理解を深め　仕事に生かしましょう！
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＊やむを得ない事情により、日時・会場が変更になる場合があります。
＊お問い合わせ　 公益社団法人 今治法人会（TEL 0898−31−8191）

〈青年部会・女性部会主催　税務研修会〉
１月

今治税務署管内事業所の青年経営者・女性経営
者および従業員を対象に、様々な税をテーマに
取り上げ、税に関する理解と知識を深めるとと
もに、正しい税知識を身につけるための研修会
です。

〈新設法人研修会〉　　　　　　　   　１月
会社等を設立されて間もない経営者の皆様を対
象に事業の開始に際しての法人税務上の留意点
等について説明します。
　（講師：今治税務署法人課税部門担当官
　　　　 愛媛働き方改革推進支援センター）

〈経理担当者養成講座〉　　　　　   　11月
経理（実務）担当者の日常業務及び決算業務の
処理に関して必要不可欠な知識を、税理士の先
生をお迎えし、わかりやすく解説していただき
ます。
日常会計実務（注意点）を集中して学べます。

〈年末調整説明会〉　　　　　　　   　11月
税務署が行っていた「年末調整説明会」は、今
治法人会で開催しております。
法人会では、年末調整事務等の疑問・質問の解
決のお手伝いをします。
　 （講師：今治税務署法人課税部門担当官）

写真は令和５年度
　今治税務署　合田税務署長をお招きして
　『国税庁の業務
　 知っていますか？酒税行政について』

無料無料

無料
無料
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〈研修会・税に関する広報活動〉

【税に関する広報活動】

新成人（今治市内1600人）に、納税義
務や税の役割についての冊子「もっと知
りたい税のこと」（財務省）を配付しま
した。

今年の確定申告の今治税務署窓口での相談・申告書の受
付は令和６年２月16日（金）から３月15日（金）でした。
毎年この時期に女性部会は、今治税務署玄関前に花のプ
ランターを設置しています。

成　人　式 確定申告の広報活動

今治法人会では企業経営に役立つ資料・冊子を無料で配布しています。ぜひご活用下さい。
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今治税務署内「今治法人会コーナー」ご紹介今治税務署内「今治法人会コーナー」ご紹介

今治税務署正面入り口から入ると右側に今治法人会コーナーがあり
ます。
こちらにも、国税庁後援の「法人会 自主点検チェックシート」を
設置しておりますのでぜひ一度ご覧いただき、ご活用ください。
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〈社会貢献活動〉

平成21年度　　江口　　克彦氏 （地域主権型道州制とは何か）
平成22年度　　見城　美枝子氏 （21世紀は水と土の時代）
平成23年度　　五木　　寛之氏 （いまを生きる力）
平成24年度　　岸　　　博幸氏 （政治の混迷と日本経済の展望）
平成25年度　　石原　　良純氏 （石原家の家族愛&自然への想い）
平成26年度　　伏見　　俊行氏 （朗読劇「未来へ」、中国・アジアでの税務対応）
平成27年度　　永濱　　利廣氏 （日本の財政・現状と展望）
平成28年度　　須田　慎一郎氏 （いま起こっていることこれから起こること）
平成29年度　　長谷川　幸洋氏 （激動する世界　～日本の針路を考える）
平成30年度　　池谷　　裕二氏 （AIと脳の未来）
令和元年度　　飯田　　泰之氏 （日本経済の今後と地域経済の課題）
（令和２～４年度　コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）

これまでの「税を考える週間講演会」実績

　国税庁が毎年実施している『税を考える週間』に、税の意義や役割について理解を深めていただくため

一般の方も参加していただける講演会を開催しています。

【第１部】「これからの社会と税」
講師：今治税務署長 合　田　幸一郎 氏

【第２部】「ウクライナ戦争の現状と展望
―日本の安全保障に及ぼす影響―」

講師：防衛研究所研究幹事 兵　頭　慎　治 氏

令和５年11月17日（金）　今治国際ホテル

令和５年度　税を考える週間講演会を開催しました

本年度も「税を考える週間講演会」（11月）を予定しています。
「地域社会への貢献を目的とする事業」として一般の方にも聴講していただける講演会・セミナーを開
催する予定です。詳細は「今治法人会ホームページ」でご案内いたします。

税を考える週間講演会
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〈租税教室〉

租 税 教 室
　『今治市・越智郡租税教育推進協議会』は今治税務署、今治市・上島町の教育委員会、県市町の税務

関係機関、納税関連団体（四国税理士会今治支部・今治法人会・今治間税会）などで構成された、「租

税教育の推進と充実」を目的に租税教室への講師派遣や副教材の作成などの活動をしている団体です。

今治法人会は協力団体として、今治市や上島町の学校で租税教室の授業を行っています。

〈令和５年度〉中学校７校
今治市立朝倉中学校（７月７日） 今治市立近見中学校（10月10日） 今治市立玉川中学校（10月11日）

今治市立日吉中学校（10月12日） 今治市立立花中学校（10月23日） 今治市立西中学校（10月24日）

今治市立桜井中学校（10月27日）
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〈令和５年度〉小学校13校
今治市立桜井小学校（６月５日） 今治市立別宮小学校（６月８日） 今治市立波止浜小学校（６月９日） 

今治市立富田小学校（６月12日） 今治市立近見小学校（６月13日） 今治市立日高小学校（６月14日）

今治市立立花小学校（６月15日） 今治市立国分小学校（６月22日） 今治市立清水小学校（６月23日）

今治市立常盤小学校（７月11日） 今治市立鳥生小学校（７月12日） 今治市立吹揚小学校（７月13日） 

今治市立乃万小学校（７月14日）
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〈親子税金教室〉

令和６年１月27日　今治国際ホテル

今治法人会が夏休みに募集した「第16回小学生の税に関する作文」（小学６年生対象）の入選者の表彰
式です。今治税務署長・今治市長・各納税団体の代表より受賞者へ表彰状と記念品が授与されました。
ご家族や来場者から盛大な拍手が送られ笑顔あふれる式となりました。

第16回小学生の税に関する作文　入選者表彰式

小学生の税に関する作文表彰式・親子税金教室
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親子税金教室
表彰式終了後、「親子税金教室」を行いました。
新型コロナウイルス感染症の影響で中止・縮小など制限が続いていた親子税金教室（税金クイズ）です
が、今年度は久しぶりに従来どおりに開催することができました。
『税務署をあらわす地図記号は』『オリンピックの報奨金には税金はかかるか』『小学生一人にどのくら
い税金が使われているか』など、身近な税の問題にとても盛り上がりました。
税金について考え興味を持っていただけたと思います。

「小学生の税に関する作文表彰式・親子税金教室」の様子は、今治CATVでニュースとして放送され
ました。広く市民の皆さんにもご紹介することができました。



私達の主張
－「税の作文」－
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〈私達の主張〉
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正
し
く
納
め
て
い
き
た

い
で
す
。

　「
日
本
の
税
金
は
高
い
」、
そ
う
思
っ
て
い
た
。
理
由
は
物
を
買
っ
た
ら
10
％

も
消
費
税
に
取
ら
れ
る
な
ん
て
高
い
に
き
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
は
人
口
が

少
な
い
か
ら
一
人
あ
た
り
の
税
金
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
勝
手
に
見
当
を
付

け
て
い
た
。

　
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
作
文
を
書
く
に
当
た
り
、
外
国
と
日
本

の
税
率
の
違
い
を
調
べ
た
。
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
驚
い
た
。
日
本

は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
消
費
税
、
所
得
税
、
住
民
税
と
も
に
低
い
方
だ
っ
た
か

ら
だ
。
逆
に
税
金
が
高
い
国
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

な
ど
北
欧
の
国
々
が
多
い
。
こ
の
三
ヵ
国
は
い
ず
れ
も
消
費
税
率
25
％
。
い
く

ら
な
ん
で
も
高
す
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
や
ま
て
よ
、
こ
の
三
ヵ
国
は
世
界

で
一
番
幸
せ
な
国
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
税
金
が
高
い
の
に
な
ぜ
幸
せ
な

の
だ
ろ
う
か
。
調
べ
て
み
た
。

　
日
経
総
合
研
究
所
の
調
べ
に
よ
る
と
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
「
世
界
一
高
い
」
税

率
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
国
民
は
不
満
を
持
つ
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
喜
ん
で
い
る

と
い
う
。「
え
？
な
ん
で
？
。」
ま
す
ま
す
疑
問
だ
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
社
会
保
障
が
と
て
も
充
実
し
て
い
る
と
い
う
。
教
育
費
や

医
療
、
介
護
、
年
金
制
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
全
て
の
世
代
が
生
活
に
満
足
し
て
お
り
、
働
き
方
に
も
余
裕
が
あ
っ
て
公
平

な
社
会
が
実
現
し
て
い
る
。
税
金
を
払
っ
た
分
だ
け
、
社
会
保
障
で
返
っ
て
く

る
か
ら
、
税
金
に
不
満
が
無
い
の
だ
そ
う
だ
。

　
逆
に
日
本
の
幸
福
度
は
53
位
。
貧
困
の
格
差
が
深
刻
化
し
、社
会
支
援
を
巡
っ

て
世
代
間
対
立
が
起
き
て
い
る
。
税
率
へ
の
不
満
も
高
く
、
増
税
案
に
は
激
し

い
反
対
が
起
こ
る
。
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
。

　
税
金
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
は
知
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
こ
の
作
文
を
書
い
て
わ
か
っ
た
。
税
金
は
自
分
を
助
け
て

く
れ
て
い
て
、
身
近
に
あ
る
こ
と
を
日
本
人
は
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い
。
税

金
の
使
わ
れ
方
を
ふ
く
め
て
社
会
全
体
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
時
に
来
て
い
る
。
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今
治
市
長
賞

租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

温
か
い
お
く
り
も
の

	

近
見
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

吉よ
し

　
田だ

　
有ゆ

　
那な

お
も
し
ろ
い
税
金

	

波
方
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

木き

　
村む
ら

　
勇ゆ
う

　
太た

　
教
科
書
の
裏
表
紙
を
改
め
て
見
た
。『
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

を
担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。』
と
い
う
言
葉
。
一
冊
一
冊
に
こ
の
言
葉
が
書

い
て
い
る
。
私
は
、
そ
の
言
葉
を
別
に
気
に
も
留
め
ず
、
た
だ
大
切
に
し
よ
う

と
思
う
だ
け
だ
っ
た
。
日
本
の
小
学
校
で
は
、
学
年
が
変
わ
る
度
に
、
無
償
で

一
人
一
人
に
教
科
書
が
配
ら
れ
る
。
し
か
し
、
外
国
の
学
校
で
は
、
教
科
書
が

無
償
で
一
人
一
人
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
い
ら
し
い
。
ほ
と
ん
ど
、
教

科
書
は
使
い
回
し
で
、
教
科
書
に
直
接
書
き
こ
む
こ
と
は
で
き
な
い
ら
し
い
。

直
接
の
書
き
こ
み
が
で
き
な
い
な
ん
て
、
私
に
と
っ
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
話
で

と
て
も
お
ど
ろ
い
た
。
税
金
の
お
か
げ
だ
と
強
く
思
い
知
っ
た
。

　
教
科
書
は
、
教
育
費
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
教
育
費
は
、
小
学

生
の
私
の
た
め
に
年
間
一
人
当
た
り
約
九
十
七
万
円
を
こ
え
る
。
小
学
六
年
生

の
私
に
こ
れ
ま
で
約
五
百
八
十
万
円
も
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
教
科
書
ば
か

り
で
な
く
、
校
舎
、
プ
ー
ル
、
机
や
い
す
、
電
子
黒
板
や
一
人
一
台
あ
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
、
学
校
に
あ
る
多
く
の
も
の
が
税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
毎

日
食
べ
る
給
食
に
も
補
助
が
あ
る
。
小
学
校
で
税
金
が
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の

を
探
し
出
す
ほ
う
が
大
変
な
ぐ
ら
い
支
え
ら
れ
て
い
る
。
私
が
、
毎
日
楽
し
く

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
は
、
税
金
の
お
か
げ
だ
。
税
金
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

　
で
は
、
小
学
生
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
当
た
り
前
だ

と
思
わ
ず
、
教
科
書
や
学
校
の
用
具
な
ど
を
正
し
く
大
切
に
使
う
こ
と
だ
。
ま

た
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
運
動
や
勉
強
も
一
生
け
ん
命
が
ん
ば
る
こ
と

だ
。
そ
れ
が
、
義
務
だ
と
思
う
。

　
私
に
は
夢
が
あ
る
。
先
生
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
だ
。
私
が
夢
を
か
な
え
た

時
に
、
生
徒
に
こ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
。
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担

う
皆
さ
ん
へ
の
温
か
い
お
く
り
も
の
。

　
み
な
さ
ん
は
、
昔
の
日
本
や
今
の
世
界
に
お
も
し
ろ
い
税
金
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
昔
の
日
本
に
は
、
犬
税
と
い
う
税
金
が
あ
り
ま
し
た
。
犬
税
と
は
、
犬
一
頭

に
つ
き
金
額
を
決
め
て
は
ら
っ
て
い
た
税
金
の
こ
と
で
す
。
犬
の
種
類
や
飼
育

地
域
、
飼
育
目
的
に
よ
っ
て
税
金
を
は
ら
っ
た
り
、
税
率
を
変
え
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
一
頭
に
つ
き
年
三
百
円
の
税
金
を
は
ら
っ
て
い
る
県
も
あ
り
ま
し

た
。
他
に
も
動
物
税
と
い
う
税
金
が
あ
り
、
そ
の
中
で
代
表
的
な
も
の
が
う
さ

ぎ
税
で
す
。
明
治
時
代
の
東
京
都
で
は
う
さ
ぎ
一
羽
に
つ
き
、
月
に
一
円
の
う

さ
ぎ
税
を
は
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
税
金
は
現
在
は
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
は
物
な
ど
に
税
金
が
か
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
昔
は
生
き
物
に
税
金
が

か
か
っ
て
い
た
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
世
界
の
お
も
し
ろ
い
税
金
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
税
で
す
。
こ
の
税
金
は
、
国

民
の
肥
満
防
止
や
健
康
が
目
的
で
作
ら
れ
た
税
金
で
す
。

　
二
つ
目
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
渋
滞
税
で
す
。
こ
の
税
金
は
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部

の
道
が
混
ま
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
税
金
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ソ
ー
ダ
税
で
す
。
肥
満
大
国
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の

国
で
、
糖
尿
病
や
肥
満
防
止
の
た
め
に
作
ら
れ
た
税
金
で
す
。

　
四
つ
目
は
、
日
本
の
入
湯
税
で
す
。
こ
の
税
金
の
使
い
道
は
環
境
衛
生
施
設

や
観
光
振
興
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
外
か
ら
来
た
観
光
客
に
と
っ
て
は
、ビ
ッ

ク
リ
す
る
お
も
し
ろ
い
税
金
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
前
は
税
金
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
し
、

難
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
国

に
よ
っ
て
全
く
ち
が
う
お
も
し
ろ
い
税
金
が
あ
る
こ
と
や
、
ぼ
く
た
ち
の
生
活

に
身
近
な
税
金
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
世
界
の
国
の
税
金
と
日
本
の
税
金
の
ち
が
い
を
調
べ
た
り
考
え

た
り
し
て
み
た
い
で
す
。

　今治法人会では、今治市及び越智郡上島町内の小学６年生を対象に「小学生の税に関する作文」を
募集しています。税の作文を書くことを通して税の大切さを知り、税への関心を持っていただきたい
と平成20年度より始めました。第16回（令和５年度）は978作品の応募がありました。
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〈私達の主張〉

四
国
税
理
士
会
今
治
支
部
長
賞

今
治
間
税
会
会
長
賞

税
を
身
近
に

	

九
和
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

八や

　
木ぎ

　
夏な
つ

　
芽め

　
水
泳
大
会
の
待
機
時
間
に
、
夏
休
み
の
宿
題
の
話
に
な
っ
た
。

「
税
の
作
文
っ
て
何
書
い
た
ら
い
い
ん
？
」

と
言
っ
た
子
に
、
先
生
は
、

「
今
日
の
大
会
に
だ
っ
て
税
は
使
わ
れ
と
る
よ
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え

て
み
た
ら
。」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。
私
は
ど
こ
に
税
が
使
わ
れ
て
る
の
か
考
え
つ
つ
、

自
分
の
作
文
は
ど
う
し
よ
う
と
、
心
配
に
な
っ
た
。
租
税
教
室
の
時
、
税
は
身

近
に
あ
る
ん
だ
と
習
っ
た
は
ず
な
の
に
、
作
文
の
テ
ー
マ
が
思
い
つ
か
な
か
っ

た
の
だ
。

　
母
に
話
す
と
即
答
だ
っ
た
。

「
そ
れ
こ
そ
、兄
ち
ゃ
ん
の
病
院
代
の
助
成
が
始
ま
る
よ
。
中
学
卒
業
ま
で
か
ら
、

高
校
卒
業
ま
で
に
変
わ
っ
た
け
ん
、
す
ご
く
あ
り
が
た
い
ん
よ
。」

難
病
を
患
っ
て
い
る
兄
は
、
定
期
的
に
通
院
が
必
要
で
、
し
か
も
医
り
ょ
う
費

が
高
額
な
の
で
助
か
る
ら
し
い
。
そ
の
他
に
も
、
給
与
明
細
の
所
得
税
や
住
民

税
の
こ
と
、
五
月
に
納
め
た
自
動
車
税
の
こ
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
こ
と
、
予

防
接
種
の
こ
と
な
ど
次
々
に
話
し
て
く
れ
た
。
思
い
出
し
た
。
や
っ
ぱ
り
税
は
、

私
の
生
活
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
。
買
い
物
を
す
る
と
き
に
は
消
費
税
を
納
め

る
。
お
酒
が
好
き
な
祖
父
は
酒
税
を
納
め
、
父
は
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
や
入
湯
税

を
納
め
る
。
納
め
た
税
は
社
会
で
活
か
さ
れ
る
。

　
納
め
た
税
と
社
会
に
活
か
さ
れ
る
税
。

　
私
は
も
ら
っ
た
お
こ
づ
か
い
や
お
年
玉
を
何
に
使
う
か
考
え
る
。
次
に
欲
し

い
物
、
必
要
な
物
の
た
め
に
い
く
ら
貯
め
て
お
く
か
。
そ
し
て
使
い
方
が
正
し

か
っ
た
か
、
ム
ダ
が
な
か
っ
た
か
、
ふ
り
返
り
も
す
る
。

　
税
に
つ
い
て
も
、
興
味
を
持
っ
て
、
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
損
得

を
知
る
た
め
で
は
な
く
、
現
状
を
知
り
、
未
来
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
。

　
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら
れ
る
税
金
の
話
は
、
額
が
大
き
く
人
ご
と
の
よ

う
に
聞
こ
え
る
。
で
も
そ
れ
ら
は
、
今
日
の
買
い
物
、
今
月
の
給
与
、
今
年
の

自
動
車
税
と
い
っ
た
ふ
段
の
生
活
の
積
み
重
ね
で
で
き
た
社
会
の
通
知
表
だ
。

そ
れ
ら
に
興
味
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
。

本年度も第17回の募集を行います。
児童の皆さんと共に、世代をこえてみんなで税と社会の仕組みについて考えましょう。

「
ゲ
ー
ム
税
」
と
「
お
菓
子
税
」

	

乃
万
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

神か
み

　
尾お

　
し
お
ん

　
私
は
、「
ゲ
ー
ム
税
」
と
「
お
菓
子
税
」
が
あ
っ
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ゲ
ー
ム
は
や
ら
な
く
て
も
命
や
生
活
に

え
い
き
ょ
う
が
な
い
か
ら
で
す
。
お
菓
子
も
同
じ
理
由
で
す
。

　
ま
ず
、「
ゲ
ー
ム
税
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

「
ゲ
ー
ム
税
」
は
ゲ
ー
ム
機
や
ソ
フ
ト
を
買
う
時
に
か
か
り
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
り
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
利
用
す
る
時
に
も
か
か
り
ま

す
。
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
で
視
力
が
低
下
し
た
り
、
運
動
不
足
に
な
っ
た
り
、

規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
す
い
眠
不
足
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

健
康
を
保
つ
た
め
に
、
長
時
間
の
使
用
は
さ
け
た
方
が
い
い
と
考
え
ま
す
。
人

と
人
と
の
接
す
る
機
会
も
減
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
苦
手
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
税
金
を
か
け
る
こ
と
で
制
限
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
次
に
「
お
菓
子
税
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。「
お
菓
子
税
」
は
、
主
に
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
や
あ
め
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
生
菓
子
以
外
に
か
か
る
税
金
で

す
。
保
存
料
が
入
っ
て
い
る
お
菓
子
に
か
け
る
こ
と
で
、
お
菓
子
の
買
い
過
ぎ

を
防
ぎ
ま
す
。
お
菓
子
を
食
べ
過
ぎ
て
、
野
菜
や
果
物
な
ど
を
食
べ
な
い
人
が

多
い
で
す
。「
お
菓
子
税
」
を
か
け
る
こ
と
で
生
鮮
食
品
を
し
っ
か
り
食
べ
る

よ
う
に
な
り
、
健
康
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　「
ゲ
ー
ム
税
」
と
「
お
菓
子
税
」
で
皆
が
健
康
に
な
る
と
、医
療
費
が
減
っ
て
、

税
金
を
別
の
こ
と
に
も
使
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生
鮮
食
品
の
売
り
上
げ
が

増
え
る
と
、
農
業
や
漁
業
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
食
料
自
給
率
も
上
が
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
た
時
間
も
別
の
事
に
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

働
く
人
も
増
え
ま
す
。

　
私
は
ゲ
ー
ム
も
し
な
い
し
、
お
菓
子
も
あ
ま
り
食
べ
ま
せ
ん
。
ゲ
ー
ム
を
し

た
い
人
は
そ
れ
で
も
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
思
う
し
、
お
菓
子
を
買
う
人
も
同
じ
よ

う
に
買
う
と
思
う
の
で
、
ぜ
い
た
く
と
い
う
自
覚
を
持
つ
た
め
に
も
良
い
と

思
っ
て
提
案
し
ま
す
。
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今
治
法
人
会
会
長
賞

未
来
へ
つ
な
げ
る
税
の
使
い
方

	

常
盤
小
学
校
６
年
（
当
時
）　

武た
け

　
田た

　
祐ゆ
う

　
輔す
け

　
世
界
に
は
税
金
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
税
金
と
は
国
民
が
国
や
、
地
方
に
納

め
る
お
金
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
は
多
く
の
種
の
税
金
が
あ
る
。
所
得
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
日
本
に
は
約
五
十
種
類
も
あ
る
。
更
に
世
界
に
は
渋

滞
税
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
税
な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
あ
る
。
そ
ん
な
税
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
。

　
税
金
は
種
類
に
よ
っ
て
国
と
地
方
に
納
め
ら
れ
る
。
税
金
は
教
育
や
生
活
を

守
る
こ
と
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
で
も
僕
は
も
っ
と
使
い
方
を
工
夫
し
た
り
、
新

し
い
税
を
導
入
し
た
り
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
そ
れ
を
二
つ
紹
介
す
る
。

　
一
つ
目
は
介
護
の
こ
と
だ
。
今
で
も
介
護
な
ど
に
税
金
が
あ
て
ら
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
思
う
。
そ
れ
に
は
わ
け
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
の
速
さ
に
政
策
な
ど
が
つ
い
て
い
け
て
い
な
い

か
ら
だ
。
今
、若
い
人
が
少
な
く
お
年
寄
り
を
守
る
人
が
少
な
い
。
だ
か
ら
も
っ

と
お
年
寄
り
を
カ
バ
ー
し
て
あ
げ
れ
る
よ
う
な
使
い
方
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
も
っ
と
未
来
が
明
る
く
な
る
と
思
う
。

　
二
つ
目
は
新
し
い
税
金
の
ル
ー
ル
だ
。
そ
の
名
も「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
減
税
」だ
。

今
世
界
中
で
温
暖
化
に
よ
る
災
害
が
毎
日
起
き
て
い
る
。
そ
こ
で
は
た
く
さ
ん

の
人
が
命
を
お
と
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が
困
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
人
た
ち
を
助

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
人
を
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
た
い
。
そ
ん
な

思
い
で
考
え
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
だ
人
の
住
民
税

を
二
〜
三
％
減
税
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば
少
し
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
増
え
て
、
国
と
の
信
用
も
深
ま
る
と
思
う
。

　
税
金
は
国
の
く
ら
し
を
便
利
に
豊
か
に
す
る
た
め
に
あ
る
。
そ
ん
な
税
金
を

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
明
る
く
夢
の
あ
る
未
来
に
な
る
た
め
に
改
善
、
新
提
案

を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
し
て
今
後
生
ま
れ
る
、
若
い
人
た
ち
に
も
税
金
の

こ
と
や
税
金
の
あ
り
か
た
を
語
り
つ
ぐ
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
思
う
。

【最優秀校】

　　　　日高小学校

【優秀校】

　　常盤小学校　　乃万小学校

　　近見小学校　　朝倉小学校

　　立花小学校　　九和小学校

　　鳥生小学校　　大西小学校

　　富田小学校　　亀岡小学校

税の作文優秀校（学校賞）
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〈コラム〉

　皆さんは健康診断や人間ドックなどで「血糖値が高い」と言われたことはありませんか？「血糖

値が高い？糖尿病なのかな？」「これからどんな検査をするのかな？」「病院には行くべき？」など

の疑問を抱える方は多いかと思います。

　手もとに健康診断や人間ドックの検査結果はありますか？今回は検査結果の「血糖値」「HbA1c（ヘ

モグロビン・エー・ワン・シー）」の２か所を確認してみましょう。血糖値には主に「空腹時血糖値」

と「随時血糖値」の２つがあり、食事やカロリーを含んだ水分を10時間以上食べたり飲んだりせず

に検査を受けた場合の数値を「空腹時血糖値」、それ以外の血糖値は「随時血糖値」としています（参

考文献①）。検査を受けた日、検査前にご飯を食べたかを思い出しましょう。また、「HbA1c」は検

査前の約３か月間の血糖値を反映した値です（参考文献②）。

　さて、病院では糖尿病の診断はどのように行われるのでしょうか。糖尿病の診断基準は次のよう

になっています（参考文献③）。

１．糖尿病型を２回確認する

　「糖尿病型」とは、「空腹時血糖値126mg/dL以上」「ブドウ糖負荷試験（※）で２時間値が

200mg/dL以上」「随時血糖値200mg/dL以上」「HbA1c6.5％以上」のどれかに該当する状態

のことを指します。健診の結果と合わせて２回基準を満たせば、「糖尿病」という診断になりま

す。ただし、HbA1cだけでは診断できず、必ず血糖値が基準を満たすことが必要です。まれに

HbA1cは、正しい血糖コントロールを反映しない場合があるからです（参考文献②）。

※「ブドウ糖負荷試験」は主に病院で行う検査で、75ｇのブドウ糖を含んだ飲み物を飲んで、ど

れぐらい血糖値が上がるかを見るものです。血液検査は４～５回行いますが、ブドウ糖を飲む

前と２時間後の結果を診断に用います。

２．糖尿病型を１回確認し慢性高血糖症状の存在を確認する

　糖尿病型が１回と、糖尿病の典型的な症状（喉の渇き、多飲、多尿、体重減少）の存在か糖尿

病性網膜症（目の所見）があれば、それだけで糖尿病の診断となります。糖尿病性網膜症はほと

んどの方が症状はなく、眼科での診察が必要です。

意外に思われるかもしれませんが、尿中に出る糖である「尿糖」は診断には用いません。

健診で血糖値が高いと言われたら？

一般社団法人　Ｌｕｍｅｄｉａ
コラム
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　以上のように、健康診断や人間ドックで引っかかった場合には病院を受診していただきたいので

すが、受診までの間にできることはあるのでしょうか。糖尿病は種類によって根本の治療が大きく

変わりますが、共通して言えるのは「ショ糖（砂糖の主成分）を多く含んだ食品を控えたほうがよい」

ということです。ショ糖を多く含む飲食物の具体例としては、ジュースをはじめとした清涼飲料水

があります。ジュースにはショ糖が多く含まれており、それによって血糖値が高くなるため、ショ

糖や果糖ブドウ糖液糖などが含まれているジュースは控えるのがよいでしょう（参考文献④）。

　糖尿病はほうっておくと重大な合併症を引き起こす病気です。症状がなくてもほうっておかず、

早めに病院を受診しましょう！その時には必ず健診の結果を持っていきましょう！

〈まとめ〉

・空腹時血糖値126mg/dL以上かつHbA1c6.5％以上の方は要精密検査です！

・血糖値が高いと言われたら、まず病院を受診しましょう。

・少なくとも受診まではショ糖（砂糖の主成分）を多く含むものを控えておきましょう。

※本記事について、開示すべき利益相反はありません。

＜参考文献＞

①全国健康保険協会　健診のご案内

②American Diabetes Association Professional Practice Committee, Draznin B et al. 6. 

Glycemic Targets: Standards of Medical Carein Diabetes-2022. Diabetes Care. 2022 Jan 

1;45 (Suppl 1):S83-S96.

③糖尿病診療ガイドライン2019　糖尿病診断の指針

④糖尿病診療ガイドライン2019　食事療法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【筆者紹介】一般社団法人Ｌｕｍｅｄｉａ　誰にとってもわかりやすい「正しい医療情報」を届けた

いという思いで設立。医師主導で「科学的根拠のある医療情報」を届けるニュースサイト「Ｌｕｍ

ｅｄｉａ（ルメディア）」を運営している。。
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〈今治歴史散歩〉

今治の埋もれた、魅力ある歴史文化を紹介するコーナーです。第35回は、江戸時代

初期に伊予国府
ふ

中
ちゅう

（現、今治平野周辺）の海岸に築城された〝拝志城〟とその城下

町の名残を歴史散歩したいと思います。

●関ヶ原の戦い後の伊予府中

　1600年に起きた〝天下分け目〟の関ヶ原の戦

いは、東西どちらの陣営についたかで大名たち

の命運が決まりました。伊予府
ふ

中
ちゅう

を中心に７万

石を領した国
こく

分
ぶん

山
さん

城主の小
お

川
がわ

祐
すけ

忠
ただ

は、小早川秀

秋が陣取る松尾山麓で西軍として戦況を見守っ

ていました。途中から東軍へ寝返るも、徳川家

康の論功行賞で改易の処分となります。

　当時の今治は、過去に伊予の国府が置かれた

ことで、府中という呼称が一般的でした。関ヶ

原の戦い後、伊予国は東軍に属した板
いた

島
じま

（宇和

島）城主・藤堂高虎と松
まさき

前城主・加藤嘉
よし

明
あき

とが

等しく半国ずつを分け合うこととなります。そ

のため、府中平野には両氏の所領が混在するこ

とになり、国分山城も折半されて廃城となりま

した。

　そこで高虎は、来島海峡をにらむ沿岸に新た

な城を築くことになり、養子の藤堂高
たか

吉
よし

を城代

にすえます。嘉明もこれを牽制すべく拝志郷の

浜に城を築き、弟の加藤忠明を城代としました。

これが今治城と拝志城になります。しかし、高

虎が今治を本拠とするのは、1608年夏に伊勢・

伊賀へ転
てん

封
ぽう

となる直前の同年春のことで、今治

城の整備は漸次進められていったようです。転

封前の伊予で高虎が正月を過ごした場所は板島

が最も多く、江戸や大坂でも迎えていて、家康の意向を汲んで天下普
ぶ

請
しん

の城づくりに励んでいたようです。一

方の嘉明は、道後平野で松山城の築城に励むことになります。

第35回　幻の拝志城と拝志の町並み

今治歴史散歩

拝志城下町の旧街路（今治拝志郵便局付近）

拝志城跡にある西方寺（今治市東村1丁目）

大　成　経　凡
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●拝志城築城と拝志騒動

　拝志城が築かれたのは、現在のワールドプラ

ザがある場所（旧田窪工業所）で、小字とし

て「城
じょう

ノ
の

台
だい

」という地名が残されています。地

籍図などから、160m×100mの長方形で水堀に

囲まれた単郭構造の平城だったようです。その

城を中心に油町・苅屋町・長町・馬屋町・蔵屋

敷などの小字が見られ、海岸線に平行な城下町

だったことが現存する街路からも分かります。

　その拝志城下で、1604年に今治領の藤堂家

家臣が加藤家家臣に殺傷されるという事件が起

きます。知らせを受けた高吉は憤り、その報復として領界（竜
りゅう

登
と

川
がわ

）そばの衣
きぬ

干
ぼし

山
やま

まで軍勢を進めたようです。

最終的に軍事衝突は回避され、幕府に裁可を仰いだところ、加藤家の非が認められました。城代の忠明は剃髪

して京都嵯
さ

峨
が

東福寺へ出家し、首謀者は切腹となりました。

　この一件を〝拝志騒動〟といい、２つの大名が同居する府中平野の緊張感が読み取れます。一方、幕府から

お咎
とが

めのなかった高吉に対して、高虎は宇和郡野村（現、西予市野村町）での蟄
ちっ

居
きょ

を言い渡し、喧嘩両成敗と

しました。後継者候補だった高吉でしたが、1601年に高虎に実子・高
たか

次
つぐ

が誕生すると２万石を有する重臣待

遇へと変わりました。高虎の転封後は、今治城主（城代）として府中の２万石を治めました。

●堀部主膳と拝志城の破却

　加藤忠明が去った後、城代となったのが堀
ほりべしゅぜん

部主膳でした。主膳は城下の繁栄を願い、領民に対してケンド

（篩
ふるい

のこと）の生産を奨励したとされます。善政の影響か、拝志城跡に建立された西
さい

方
ほう

寺
じ

にはその供養塔があり、

旧城下の美保神社そばには主膳を祀る堀部神社もあります。やがて、1615年の一国一城令によって拝志城は

廃止され、町奉行支配の町
まち

方
かた

扱いとなりました。

　一方、松山城完成を目前とした1627年、嘉明は会津（現、福島県）

へ転封となります。代わって蒲
がも

生
う

忠
ただ

知
ちか

が松山藩を治めますが、嗣
し

子
し

な

く病没してお家断絶となりました。そして1635年に家康の甥にあた

る松平定
さだ

行
ゆき

が松山15万石、その弟・定
さだ

房
ふさ

が今治３万石（後、３万５千石）

の大名として伊予に入
にゅう

部
ぶ

し、高吉は伊勢名
な

張
ばり

（現、三重県名張市）へ

移封されました。これによって、府中地域の軍事的緊張は解消され、

拝志の町は今治領に編入されたのです。

　定房は拝志の浜より入国しますが、これは今治港の荒廃を物語って

います。その港湾改修に必要な石材は、拝志城跡から調達されること

になりました。３年かけて石垣を取り除き、転用されたようです。こ

の結果、拝志は町奉行の支配となり、1694年からは代官支配の在
ざい

郷
ごう

町
まち

に移管されます。その拝志町の北が喜田村、東が東村（寺
てら

河
が

原
わら

）と

いう位置関係となり、いつしか城下町の記憶は人々の中から消えてい

きました。

拝志騒動ゆかりの衣干山（今治市衣干町／衣干八幡大神社）

堀部主膳の供養塔

（西方寺境内／施主は拝志町）
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〈税務署からのお知らせ〉
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給与支払者向け定額減税説明会　開催日程等一覧表（今治税務署）
令和６年３月１日更新

○　現在開催を予定している説明会は以下のとおりです。
今後、随時更新することを予定しています。適宜、国税庁ホームページをご確認ください。

○　会場の収容人数の都合上、事前申込制で開催しています。
参加をご希望の場合は、国税庁LINE公式アカウントから事前申込をお願いいたします。
なお、定員に達した時点で、申し込みの受付を終了させていただきますので、予めご了承
ください。

開催日 時間 会場 会議室等 会場の所在地 定員 主催 備考

R6.5.9㈭

13:30
～

14:30

今治商工会議所 3階
研修室 今治市旭町2丁目3-20

各30人

今治税務署
今治法人会

今治商工会議所
今治市
上島町

◆駐車場は、台数に限りがあ
ります。ご来場の際は、公共
交通機関をご利用ください。

◆３月中旬に国税庁から送付
したパンフレットをご持参く
ださい。

（会場にも準備していますが、
数に限りがあります。）

R6.5.14
㈫ 今治商工会議所 3階

研修室 今治市旭町2丁目3-20

R6.5.21
㈫ 今治税務署 大会議室 今治市常盤町4丁目5番地

1

間1　LINE を通じた事前申込はどのようにすればできますか。

問2　国税庁 LINE公式アカウントを友だち追加する方法を教えてください。

〇　まずは、国税庁 LINE 公式アカウント (LINE ID「@kokuzei」) を友だち追加してください。

〇　その上で、国税庁 LINE 公式アカウントのトーク画面にある「申告相談又は説明会出席
の申込」ボタンから手続を行うことができます。

〇　なお、LINE による事前申込を行っていただく場合には、ご利用端未の OS（オペレーティ
ングシステム）が iOS 又は Android であることが必要です。

　　それ以外の OS の場合については、ご利用いただけませんので、OS が iOS 又は
Android であるスマートフォンやタブレット端末からご利用ください。

〇　以下の QR コードを読み込んで友だち追加するほか、LINE の「ホーム」メニューで、「国
税庁」又は「＠ kokuzei」を検索する方法でも友だち追加できます。
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〈税務署からのお知らせ〉
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〈税務署からのお知らせ〉
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〈愛媛県からのお知らせ〉
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〈今治市からのお知らせ〉

年度

税目

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収入済額 収納率 収入済額 収納率 収入済額 収納率

個人市民税 6,948,624 98.73% 6,725,923 98.25% 6,903,779 98.25%

法人市民税 1,584,430 99.24% 2,469,773 99.62% 2,793,569 99.55%

固定資産税 10,487,536 97.96% 10,040,851 98.18% 10,190,818 98.24%

軽自動車税 592,809 96.77% 604,409 96.78% 625,691 96.96%

市たばこ税 979,829 99.997% 1,037,096 99.997% 1,088,859 99.997%

入 湯 税 3,748 100.00% 4,591 100.00% 7,182 100.00%

一般市税計 20,596,977 98.38% 20,882,643 98.42% 21,609,898 98.46%

現年課税分 20,451,845 99.28% 20,744,696 99.42% 21,509,532 98.46%

滞納繰越分 145,132 43.15% 137,947 39.31% 100,366 33.23%

個人市民税調定額
（単位：人・千円）

今治市市税徴収状況
（単位：千円）

法人市民税調定額
（単位：千円）

（固定資産税には国有資産等所在地交付金、軽自動車税には環境性能割を含む）
※端数処理の関係上、合計と一致しないことがあります。

課税状況調（各年７月１日現在）による

区分

年度

均等割のみを納めるもの 均等割と所得割を納めるもの

納税義務者数 均等割額 納税義務者数 均等割額 所得割額

令和２年度 8,994 31,480 62,868 220,038 6,559,075

令和３年度 9,002 31,508 62,434 218,518 6,333,256

令和４年度 8,763 30,671 61,670 215,846 6,576,133

令和５年度 8,441 29,544 61,739 216,086 6,437,262

年　　　度 申告件数（件） 法人税割 均等割 計

令和２年度 5,886 1,086,238 499,092 1,585,330

令和３年度 5,921 1,960,438 507,392 2,467,830

令和４年度 6,079 2,286,501 511,017 2,797,518

今治市の市税賦課徴収状況

固定資産税調定額
（単位：千円）

（上記には国有資産等所在地交付金は含まない。令和５年度分は10月末現在）

年度 土地 家屋 償却資産 計

令和２年度 3,092,852 4,269,736 1,976,932 9,339,520

令和３年度 3,041,822 4,004,045 1,911,232 8,957,099

令和４年度 2,986,714 4,268,025 1,973,240 9,227,979

令和５年度 2,950,679 4,426,916 1,938,997 9,316,592
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「ふるさと納税今治」の状況
（単位：千円）

今治市への「ふるさと納税」寄付状況

　今治市の市税の徴収状況および主な税の調定額の推移は以上のとおりです。令和４年度の税収については、増

収となりました。

　市税についてのより詳しい内容は今治市市民税課ホームページに「市税概要」を掲載しておりますので、そち

らをご覧ください。

　市税のお支払いに関すること　　　　　　　　　　　　　　納税課　　0898-36-1512
　固定資産税の課税に関すること　　　　　　　　　　　　　資産税課　0898-36-1511
　住民税・軽自動車税その他市税の課税に関すること　　　　市民税課　0898-36-1510

　ふるさと納税に関すること　　　　　　　　　　　　　　　i.i.imabari!推進課　0898-36-1554

軽自動車税（種別割）課税状況
（単位：台・千円）

（各年度４月１日現在）※端数処理の関係上、合計と一致しないことがあります

年度

区分

令和３年度 令和４年度 令和５年度

課税台数 調定額 課税台数 調定額 課税台数 調定額

原動機付自転車 16,379 34,298 16,118 33,834 15,891 33,444

軽 自 動 車 66,284 548,689 66,009 562,511 66,070 574,562

小 型 特 殊 958 4,165 994 4,251 1,015 4,288

二輪の小型自動車 1,788 10,728 1,866 11,196 1,950 11,700

合　　計 85,409 597,879 84,987 611,791 84,926 623,993

市たばこ税調定額

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

売 渡 本 数　　（本） 181,745,971 166,811,543 164,429,327 166,187,318

調　定　額　（千円） 1,026,808 979,858 1,037,096 1,088,859

入湯税調定額

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

人　　　数　　（人） 53,959 24,990 30,605 47,880

調　定　額　（千円） 8,094 3,748 4,591 7,182

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

件　　　数　　（件） 18,434 27,974 38,102 43,766

寄　付　額　（千円） 623,242 844,946 1,066,228 1,164,030
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